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(54)【発明の名称】 液晶情報表示装置

(57)【要約】
【課題】  液晶パネルにとって適切な輝度が得られると
ともに、消費電力を削減してバックライトユニットの寿
命を長くすることが可能な液晶情報表示装置を提供す
る。
【解決手段】  液晶パネルユニット１、バックライトユ
ニット２を備える液晶情報表示装置において、周囲照度
を計測する照度計４を備えるとともに、周囲照度をＩ
（ｌｘ）としたとき、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）＋ｂ、１０
≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５０の関係式を用いてパネル
輝度Ｂｐ（ｃｄ／ｍ２）を算出する手段を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルユニット、バックライトユニ
ットを備える液晶情報表示装置において、
周囲照度を計測する照度計を備えるとともに、周囲照度
をＩ（ｌｘ）としたとき、
Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）＋ｂ、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ
≦２５０
の関係式を用いてパネル輝度Ｂｐ（ｃｄ／ｍ２）を算出
する手段を有することを特徴とする液晶情報表示装置。
【請求項２】  請求項１記載の液晶情報表示装置におい
て、
パネル輝度が周囲照度に応じて最適値となるように、バ
ックライトユニットを制御することを特徴とする液晶情
報表示装置。
【請求項３】  請求項２記載の液晶情報表示装置におい
て、
パネル輝度が周囲照度に応じて段階的に最適値となるよ
うに、バックライトユニットを制御することを特徴とす
る液晶情報表示装置。
【請求項４】  請求項３記載の液晶情報表示装置におい
て、
パネル輝度をＢｐ（ｃｄ／ｍ２）、周囲照度をＩ（ｌ
ｘ）とした時、１≦Ｉ＜１００、１００≦Ｉ＜１，００
０、１，０００≦Ｉ＜１０，０００、１０，０００≦Ｉ
＜１００，０００（ｌｘ）で区間を分け、各区間両端
（始点と終点）のＢｐ値を、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）＋
ｂ、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５０、でそれぞれ求
め、そして、それらを平均した値をその区間のＢｐ値と
計算する手段を有することを特徴とする液晶情報表示装
置。
【請求項５】  請求項１記載の液晶情報表示装置におい
て、
パネル輝度が常に一定になるようバックライトユニット
を制御する機能及びパネル輝度が周囲照度に応じて最適
値となるようバックライトユニットを制御する機能を有
するとともに、それらの機能を選択するスイッチを備え
ることを特徴とする液晶情報表示装置。
【請求項６】  請求項１～５のいずれか１項に記載の液
晶情報表示装置において、
照度計を複数個備え、そして、パネル輝度が画面内でほ
ぼ均一となるようバックライトユニットを制御する手段
を有することを特徴とする液晶情報表示装置。
【請求項７】  請求項１～６のいずれか１項に記載の液
晶情報表示装置において、
外光取入窓を有するとともに、バックライトユニットを
制御する手段を有することを特徴とする液晶情報表示装
置。
【請求項８】  請求項７記載の液晶情報表示装置におい
て、
上記外光取入窓は、プリズム状の導光板であることを特*
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*徴とする液晶情報表示装置。
【請求項９】  請求項７記載の液晶情報表示装置におい
て、
上記外光取入窓は、ハーフミラーであることを特徴とす
る液晶情報表示装置。
【請求項１０】  請求項１～９のいずれか１項に記載の
液晶情報表示装置において、
前面周囲照度及び後面周囲照度を計測する照度計を前面
及び背面に備えるとともに、パネル輝度を前面周囲照度
により算出し、そして、背面周囲照度により所望のパネ
ル輝度となるようバックライトユニットを制御する手段
を有することを特徴とする液晶情報表示装置。
【請求項１１】  請求項１０記載の液晶情報表示装置に
おいて、
複数個の液晶パネルと、液晶パネルと同数もしくはそれ
以下のバックライトユニットと、を備えるとともに、外
光取入窓は液晶パネルの個数以下であることを特徴とす
る液晶情報表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶情報表示装置
であり、特にＴＦＴ液晶、ＰＡＬＣディスプレイ等の液
晶情報表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶ディスプレイに代表される液晶情報
表示装置は、カラー化、大型化、高速動画技術が進展
し、薄型、低消費電力のメリットを活かしてＰＣモニタ
ー市場及びテレビ市場に広がりつつある。
【０００３】ここで、代表的な液晶ディスプレイである
透過型のＴＦＴ液晶ディスプレイについて、図１６、図
１７、図１８を用いて簡単に説明する。ＴＦＴ液晶ディ
スプレイは、図１６に示すように、赤、緑、青と黒マス
クからなる絵素１１が形成され、コモン電極１２が形成
されたカラーフィルターと、液晶に電圧を印加し、駆動
するための薄型トランジスタ１３と駆動電極１４の形成
されたＴＦＴ基板との間隙に液晶材料１５が注入された
構造になっている。さらに、パネル前後に偏向板１６が
設置され、そして、液晶はシャッターの機能が光を透過
させたり、遮ったりしている。また、図１７（ａ）の断
面図に示すように、光はバックライトユニット１８から
液晶パネル１７の全面に均一な光を照射している。図１
７（ｂ）、図１７（ｃ）は、それそれ図１７（ａ）の背
面図、側面図を示す。液晶パネル１７はバックライトユ
ニット１８とともに筐体１９に入れられ、液晶ディスプ
レイとなる。
【０００４】次にＴＦＴの動作について簡単に説明す
る。ＴＦＴは一般のトランジスタと同様に、ソースＳ、
ゲートＧ、ドレインＤを有している。オフの状態では、
図１８（ａ）に示すように、液晶に電圧は印加されず、
そして、オンの状態で、図１８（ｂ）に示すように、液
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晶にはゲート／ドレイン間の電圧Ｖ

Ｇ
が印加される。

【０００５】また、バックライトユニットとして、エッ
ジ(もしくはサイド)ライト型、直下型が知られている。
エッジライト型は、主にＯＡ用(例えばノートＰＣ)など
に使われ、一方、直下型は、高輝度を必要とする中小型
ＡＶ用に多く使われてきた。最近では、薄型化、高輝度
化の要求が増し、それに連れて蛍光ランプの改善や導光
板の改良が進んできたため、中小型は、次第に直下型か
らエッジライト型に切り替わりつつある。しかし、逆に
２０型以上の大型ディスプレイでは、導光板の重量が大
きくなり過ぎるため、直下型の方が有利になる。
【０００６】さらに特開平１１－７３１２２号公報や特
開平１１－９５２１５号公報に記載されているように、
外光取入窓と光検出器を有し、外光量に対応しバックラ
イトユニットを適度に可変させ、これらを併用させてパ
ネルユニットを照射することで消費電力の低減と輝度の
向上を両立させた液晶情報表示装置が提案されている。
【０００７】しかしながら、液晶情報表示装置では、周
囲の照度に応じて輝度を積極的に調整していなかった。
また、ＣＲＴでは、周囲の照度に応じて、画像信号の強
度を調整することで輝度を最適化する機構が設けられて
いるものがあるが、液晶情報表示装置の場合は、光源と
画像信号とは別に制御されており、そのまま適用するこ
とは不可能であった。
【０００８】外光と関連して、バックライト輝度を制御
することが、特開平６－３３１９６２号公報、特開平９
－１４６０７３号公報、特開平１０－１７０９１４号公
報等で提案されている。これらは、図１９における特性
曲線５２のように、周囲の照度が明るくなればなるほ
ど、それに応じてバックライト輝度はどんどん明るくす
るものである。また、特開平６－１８８８０号公報で
は、特性曲線５３のように、周囲の照度が十分に明るく
なると、バックライトは点灯しないように制御すること
が提案されている。
【０００９】しかしながら、前者の制御方法では、消費
電力はどんどん増え、バックライトの寿命も短くなると
いう問題が生じていた。また、後者の制御方法では、周
囲照度が十分に明るい側では、消費電力は低減される
が、バックライトが消灯すると、明るい照度においても
急に表示が暗くなり、見にくくなるという問題が生じて
いた。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、従来技術の
問題を解決するものであり、液晶パネルにとって適切な
輝度が得られるとともに、消費電力を削減してバックラ
イトユニットの寿命を長くすることが可能な液晶情報表
示装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明は、液晶パネルユ
ニット、バックライトユニットを備える液晶情報表示装
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置において、周囲照度を計測する照度計を備えるととも
に、周囲照度をＩ（ｌｘ）としたとき、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ
（Ｉ）＋ｂ、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５０、の関
係式を用いてパネル輝度Ｂｐ（ｃｄ／ｍ２）を算出する
手段を有する液晶情報表示装置である。ただし、ｌｎ
は、自然対数である。
【００１２】また、本発明は、パネル輝度が周囲照度に
応じて最適値となるように、バックライトユニットを制
御する液晶情報表示装置である。
【００１３】そして、本発明は、パネル輝度が周囲照度
に応じて段階的に最適値となるように、バックライトユ
ニットを制御する液晶情報表示装置である。
【００１４】更に、本発明は、パネル輝度をＢｐ（ｃｄ
／ｍ２）、周囲照度をＩ（ｌｘ）とした時、１≦Ｉ＜１
００、１００≦Ｉ＜１，０００、１，０００≦Ｉ＜１
０，０００、１０，０００≦Ｉ＜１００，０００（ｌｕ
ｘ）、で区間を分け、各区間両端（始点と終点）のＢｐ
値を、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）＋ｂ、１０≦ａ≦４０、５
０≦ｂ≦２５０、でそれぞれ求め、そして、それらを平
均した値をその区間のＢｐ値と計算する手段を有する液
晶情報表示装置である。
【００１５】また、本発明は、パネル輝度が常に一定に
なるようバックライトユニットを制御する機能及びパネ
ル輝度が周囲照度に応じて最適値となるようバックライ
トユニットを制御する機能を有するとともに、それらの
機能を選択するスイッチを備える液晶情報表示装置であ
る。
【００１６】そして、本発明は、照度計を複数個備え、
そして、パネル輝度が画面内でほぼ均一となるようバッ
クライトユニットを制御する手段を有する液晶情報表示
装置である。
【００１７】更に、本発明は、外光取入窓を有するとと
もに、バックライトユニットを制御する手段を有する液
晶情報表示装置である。
【００１８】また、本発明は、上記外光取入窓は、プリ
ズム状の導光板である液晶情報表示装置である。
【００１９】そして、本発明は、上記外光取入窓は、ハ
ーフミラーである液晶情報表示装置である。
【００２０】更に、本発明は、前面周囲照度及び後面周
囲照度を計測する照度計を前面及び背面に備えるととも
に、パネル輝度を前面周囲照度により算出し、そして、
背面周囲照度により所望のパネル輝度となるようバック
ライトユニットを制御する手段を有する液晶情報表示装
置である。
【００２１】また、本発明は、複数個の液晶パネルと、
液晶パネルと同数もしくはそれ以下のバックライトユニ
ットと、を備えるとともに、外光取入窓は液晶パネルの
個数以下である液晶情報表示装置である。
【００２２】本発明の作用について、説明する。本発明
においては、周囲の照度とパネル輝度の関係として、図



(4) 特開２００１－２５５８５４

10

20

30

40

50

5
１９に示すように、特性曲線５１となるように、パネル
輝度を、周囲の照度に対し対数的に明るくなるように制
御することができる。すなわち、周囲の照度が暗い状況
では、対数的にバックライトの輝度が上がるため、従来
技術における直線的よりも、明るくすることができる。
また、周囲の照度が明るい状況では、ゆるやかに明るく
することができ、そのため、バックライトの消費電力が
増大することを防ぐことができる。
【００２３】
【発明の実施の形態】本発明の発明の実施の形態を説明
する。実施の形態１を説明する。本発明の第１の実施形
態について、図１に基づいて説明すれば、以下の通りで
ある。実施の形態１における液晶ディスプレィは、その
断面図を図１（ａ）に示すように、カラーフィルター、
ＴＦＴ基板、液晶材料、偏光板からなる液晶パネル１、
バックライトユニット２、筐体３から構成されている。
図１（ｂ）、図１（ｃ）は、それぞれ図１（ａ）の背面
図、側面図を示す。筐体３には照度計４が設けられてお
り、パネル輝度が周囲照度に応じて最適値となるよう算
出する手段を有しており、バックライトユニット２を制
御することができる。
【００２４】照度計４により計測された照度Ｉからバッ
クライト輝度Ｂｂを決定するアルゴリズムを、図２を用
いて説明する。
Ｓ１０１  照度計４は、周囲照度を計測し、照度Ｉを得
る。
Ｓ１０２  パネル輝度Ｂｐとして、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ
（Ｉ）＋ｂ、ただし、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５
０、により、算出する。
Ｓ１０３  バックライト輝度Ｂｂとして、Ｂｂ＝Ｂｐ／
ｔ％、により、算出する。ただし、ｔは、パネル透過率
（％）である。これにより、最適なパネル輝度Ｂｐ及び
バックライト輝度Ｂｂの値を得ることができる。
【００２５】実施の形態１においては、パネル輝度Ｂｐ
として、明るい環境下で使用する状況では高く、室内も
しくは暗い環境下で使用する状況では低くなるよう、照
度Ｉを用いて算出するのが好ましい。Ｂｐが照度の対数
の一次式で表わされるとすると、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）
＋ｂとなる。周囲照度（ｌｘ）とパネル輝度（ｃｄ／ｍ
２）の関係の例を図３に示す。室外もしくは明るい環境
下で使用する状況ではａ、ｂ値を高く、一方、室内もし
くは暗い環境下で使用する状況ではａ、ｂ値を低くすれ
ば良い。バックライトユニットの寿命等を考慮すると、
ａ＝１０～４０、ｂ＝５０～２５０、より望ましくはａ
＝２０～３０、ｂ＝１００～２００となる。
【００２６】なお、バックライトユニットの輝度を頻繁
に切り替えることが難しい場合は、図４のように、周囲
照度に応じてパネル輝度Ｂｐを段階的に切り替えるよう
設定してもよい。ここでは、照度が１≦Ｉ＜１００、１
００≦Ｉ＜１，０００、１，０００≦Ｉ＜１０，００
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０、１０，０００≦Ｉ＜１００，０００（ｌｘ）、で分
け、両端のＢｐ値をＢｐ＝２５×ｌｎ（Ｉ）＋１５０で
求め、それらを平均した値をその区間全体におけるＢｐ
値としている。
【００２７】本実施の形態では、照度計が背面に１つ設
けられている場合を示しているが、前面側に設けられて
いてもよく、さらには前面側に複数個有し、パネル輝度
が前面で均一となるようバックライトユニットを制御し
ても良い。
【００２８】実施の形態２を説明する。本発明の第２の
実施形態について、図５に基づいて説明すれば、以下の
通りである。液晶ディスプレイは、上記実施の形態１と
同じ装置であるので、説明を省略する。
【００２９】照度計４により計測された照度Ｉからバッ
クライト輝度Ｂｂを決定するアルゴリズムについて、図
５を用いて説明する。
Ｓ２０１  照度計４は、周囲照度を計測し、照度Ｉを得
る。
Ｓ２０２  モード選択切替ＳＷにより、同一輝度モード
のときは、Ｓ２０３に進み、周囲照度対応モードのとき
は、Ｓ２０４に進む。
Ｓ２０３  パネル輝度Ｂｐを一定値に決め、Ｓ２０５に
進む。
Ｓ２０４  パネル輝度Ｂｐとして、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ
（Ｉ）＋ｂ、ただし、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５
０、により算出し、Ｓ２０５に進む。
Ｓ２０５  バックライト輝度Ｂｂとして、Ｂｂ＝Ｂｐ／
ｔ％、により、算出する。
これにより、最適なパネル輝度Ｂｐ及びバックライト輝
度Ｂｂの値を得ることができる。
【００３０】実施の形態２においては、ユーザーが選択
したモードによりＳＷが切り替わり、Ｂｂの求め方が異
なる。同一輝度モードが選択された場合、パネル輝度Ｂ
ｐは予め設定したもの、もしくはユーザーが設定したも
のであり、バックライト輝度Ｂｂは、Ｂｐをパネル透過
率ｔ（％）で除算することで求められ、バックライトユ
ニットがＢｂになるよう制御される。一方、周囲照度対
応モードが選択された場合、Ｂｐを明るい環境下で使用
する状況では高く、室内もしくは暗い環境下で使用する
状況では低くなるよう、照度Ｉを用いて算出する。上記
実施の形態１と同じように、Ｂｐが照度の対数の一次式
で表わされるとすると、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）＋ｂとな
り、明るい環境下で使用する状況ではａ、ｂ値を高く、
室内もしくは暗い環境下で使用する状況ではａ、ｂ値を
低くすれば良い。あるいは、バックライトユニットの輝
度を頻繁に切り替えることが困難な場合は、照度に応じ
てＢｐを段階的に切り替えるよう設定してもよい。バッ
クライト輝度Ｂｂは、Ｂｐをパネル透過率ｔで除算する
ことで求められ、バックライトユニットがＢｂになるよ
う制御される。
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【００３１】実施の形態３を説明する。本発明の第３の
実施形態について、図６に基づいて説明すれば、以下の
通りである。実施の形態３における液晶ディスプレイ
は、その断面図を図６（ａ）に示すように、カラーフィ
ルター、ＴＦＴ基板、液晶材料、偏光板からなる液晶パ
ネル１、バックライトユニット２、筐体３から構成さ
れ、筐体３には外光取入窓５が設けられている。図６
（ｂ）、図６（ｃ）は、それそれ図６（ａ）の背面図、
側面図を示す。筐体３には照度計４が設けられており、
パネル平均輝度が周囲照度に応じて最適値となるようバ
ックライトユニット２を制御している。
【００３２】照度計４により計測された照度Ｉからバッ
クライトユニットの輝度Ｂｂを決定するアルゴリズムに
ついて、図７を用いて説明する。
Ｓ３０１  照度計４は、周囲照度を計測し、照度Ｉを得
る。
Ｓ３０２  外光輝度Ｂｅとして、Ｂｅ＝Ｉ×ｒ％／π、
により算出する。
Ｓ３０３  パネル輝度Ｂｐとして、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ
（Ｉ）＋ｂ、ただし、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５
０、により、算出する。
Ｓ３０４  バックライト輝度Ｂｂとして、Ｂｂ＝Ｂｐ／
ｔ％－Ｂｅ、により、算出する。
これにより、最適なパネル輝度Ｂｐ及びバックライト輝
度Ｂｂの値を得ることができる。
【００３３】実施の形態３においては、まず照度Ｉを基
に外光輝度Ｂｅを求める。ＢｅはＩに表面反射率ｒ
（％）を乗算し円周率πで除算することにより得られ
る。ｒは、外光取入窓を通過する隙の透過率も含んだも
のであり、外光取入窓の材質により決定される。次にパ
ネル輝度Ｂｐとして、明るい環境下で使用する状況では
高く、室内もしくは暗い環境下で使用する状況では低く
なるよう、照度Ｉを用いて算出する。Ｂｐが照度の対数
の一次式で表わされるとすると、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ）
＋ｂとなり、明るい環境下で使用する状況ではａ、ｂ値
を高く、室内もしくは暗い環境下で使用する状況では
ａ、ｂ値を低くすれば良い。あるいは、バックライトユ
ニットの輝度を頻繁に切り替えることが不可能な場合
は、照度に応じてＢｐを段階的に切り替えるよう設定し
てもよい。バックライト輝度Ｂｂは、Ｂｐをパネル透過
率ｔ（％）で除算し、Ｂｅを減算することで求められ、
バックライトユニットがＢｂになるよう制御される。
【００３４】実施の形態４を説明する。本発明の第４の
実施形態について、図８、図９に基づいて説明すれば、
以下の通りである。液晶ディスプレイは、上記実施の形
態３と同じ装置であるので、詳しい説明は省略する。実
施の形態４では、さらに液晶パネル１側に照度計４ａ
が、そして、外光取入窓５側に照度計４ｂが、それぞれ
筐体３の一部に形成されている。
【００３５】照度計４ａ，４ｂにより計測された照度Ｉ

8
ａ，Ｉｂからバックライトユニットの輝度Ｂｂを決定す
るアルゴリズムについて、図９を用いて説明する。
Ｓ４０１  照度計４ａ、４ｂは、周囲照度を計測し、照
度Ｉａ、Ｉｂを得る。
Ｓ４０２  外光輝度Ｂｅとして、Ｂｅ＝Ｉｂ×ｒ％／
π、により算出する。
Ｓ４０３  パネル輝度Ｂｐとして、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ（Ｉ
ａ）＋ｂ、ただし、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５
０、により、算出する。
Ｓ４０４  バックライト輝度Ｂｂとして、Ｂｂ＝Ｂｐ／
ｔ％－Ｂｅ、により、算出する。
これにより、最適なパネル輝度Ｂｐ及びバックライト輝
度Ｂｂの値を得ることができる。
【００３６】実施の形態４においては、まず照度Ｉｂを
基に外光輝度Ｂｅを求める。Ｂｅは、Ｉｂに表面反射率
ｒ（％）を乗算し、円周率πで除算することにより得ら
れる。ｒは、外光取入窓を通過する際の透過率も含んだ
ものであり、外光取入窓の材質により決定される。次に
パネル輝度Ｂｐとして、明るい環境下で使用する状況で
は高く、室内もしくは暗い環境下で使用する状況では低
くなるよう、照度Ｉａを用いて算出する。例えば、Ｂｐ
が照度の対数の一次式で表わされるとすると、Ｂｐ＝ａ
×ｌｎ（Ｉａ）＋ｂで求まる。あるいは、照度に応じて
Ｂｐを段階的に切り替えるよう設定してもよい。バック
ライト輝度Ｂｂは、Ｂｐをパネル透過率ｔ（％）で除算
し、Ｂｅを減算することで求められ、バックライトユニ
ットがＢｂになるよう制御される。
【００３７】実施の形態５を説明する。本発明の第５の
実施形態について、図１０に基づいて説明すれば、以下
の通りである。実施の形態５における液晶デイスプレイ
は、上記実施の形態３と同じ装置であるので、説明を省
略する。
【００３８】照度計８により計測された照度Ｉからバッ
クライトユニットの輝度Ｂｂを決定するアルゴリズムに
ついて、図１０を用いて説明する。
Ｓ５０１  照度計４は、周囲照度を計測し、照度Ｉを得
る。
Ｓ５０２  外光輝度Ｂｅとして、Ｂｅ＝Ｉ×ｒ％／π、
により算出する。
Ｓ５０３  モード選択切替ＳＷにより、同一輝度モード
のときは、Ｓ５０４に進み、周囲照度対応モードのとき
は、Ｓ５０５に進む。
Ｓ５０４  パネル輝度Ｂｐを一定値に決め、Ｓ５０６に
進む。
Ｓ５０５  パネル輝度Ｂｐとして、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ
（Ｉ）＋ｂ、ただし、１０≦ａ≦４０、５０≦ｂ≦２５
０、により、算出する。
Ｓ５０６  バックライト輝度Ｂｂとして、Ｂｂ＝Ｂｐ／
ｔ％－Ｂｅ、により、算出する。
これにより、最適なパネル輝度Ｂｐ及びバックライト輝
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度Ｂｂの値を得ることができる。
【００３９】実施の形態５においては、まず、照度Ｉを
基に外光輝度Ｂｅを求める。Ｂｅは、Ｉｂに表面反射率
ｒ（％）を乗算し円周率πで除算することにより得られ
る。ｒは、外光取入窓を通過する際の透過率も含んだも
のであり、外光取入窓の材質により決定される。次に、
ユーザーが選択したモードによりＳＷが切り替わり、Ｂ
ｂの求め方が異なる。まず、同一輝度モードが選択され
た場合、パネル輝度Ｂｐは予め設定したもの、もしくは
ユーザーが設定したものであり、バックライト輝度Ｂｂ
は、Ｂｐをパネル透過率ｔ（％）で除算し、Ｂｅを減算
することで求められ、バックライトユニットがＢｂにな
るよう制御される。一方、周囲照度対応モードが選択さ
れた場合、Ｂｐを明るい環境下で使用する状況では高
く、室内もしくは暗い環境下で使用する状況では低くな
るよう、照度Ｉを用いて算出する。例えば、Ｂｐが照度
の対数の一次式で表わされるとすると、Ｂｐ＝ａ×ｌｎ
（Ｉ）＋ｂで求まる。あるいは、照度によりＢｐを段階
的に切り替えるよう設定してもよい。バックライト輝度
Ｂｂは、Ｂｐをパネル透過率ｔで除算し、Ｂｅを減算す
ることで求められ、バックライトユニットがＢｂになる
よう制御される。
【００４０】周囲照度とバックライト輝度の関係とし
て、ｒ＝２０％、ｔ＝３％、ａ＝２５、ｂ＝１５０であ
るときの例を、図１１に示す。周囲照度対応モード３
１、同一輝度モード３２、従来例３３、における関係を
示している。同一輝度モードでは、Ｂｐ＝３６０ｃｄ／
ｍ２と仮定した。また、寿命が時間と照度の積に比例す
るとし、そして、従来の液晶デイスプレイの寿命を
「１」として、周囲照度対応モード４１及び同一輝度モ
ード４２の寿命を比較したものを、図１２に示す。室内
もしくは暗い環境下で使用する状況が多い場合は周囲照
度対応モードが有利であり、明るい環境下で使用する状
況が多い場合は同一輝度モードが有利である。いずれに
せよ、従来例の１．２～１．６倍となる。
【００４１】実施の形態６を説明する。本発明の第６の
実施形態について、図１３に基づいて説明すれば、以下
の通りである。実施の形態６における液晶ディスプレイ
は、その上面断面図を図１３（ａ）に示すように、カラ
ーフィルター、ＴＦＴ基板、液晶材料、偏向板からなる
液晶パネル１、バックライトユニット２、筐体３から構
成され、筐体３には外光取入窓６が設けられている。図
１３(ｂ)、図１３(ｃ)は、それぞれ図１３(ａ)の背面
図、側面断面図を示す。外光取入窓６は、透明材料で上
部が厚く下部が薄い三角柱もしくは台形柱プリズムとな
っている。これにより、液晶パネル１上部からの外光を
効率よく透過、集光することが可能となる。
【００４２】実施の形態７を説明する。本発明の第１４
の実施形態について、図１４に基づいて説明すれば、以
下の通りである。実施の形態７における液晶ディスプレ
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イの上面断面図を図１４（ａ）に示すように、カラーフ
ィルター、ＴＦＴ基板、液晶材料、偏光板からなる液晶
パネル１、バックライトユニット２、筐体３から構成さ
れ、筐体３には外光取入窓７が設けられている。図１４
（ｂ）、図１４（ｃ）は、それぞれ図１４（ａ）の背面
図、側面断面図を示す。外光取入窓７は、ハーフミラー
であり、外光を取り入れるとともに、バックライトユニ
ットで反射もしくは散乱された光及び蛍光管から裏面側
に放出された光を反射して再び利用することが可能とな
っている。ハーフミラーは、屈折率の異なる薄膜を積層
することにより作製可能である。また、ハーフミラー
は、上記実施の形態６と同じようなプリズム状外光取入
窓の裏面に設けられても良いし、ハーフミラーを傾斜し
て設置し、空洞部とハーフミラーによりプリズムの機能
を持たせても良い。
【００４３】実施の形態８を説明する。本発明の第８の
実施形態について、図１５に基づいて説明すれば、以下
の通りである。実施の形態８における液晶ディスプレイ
は、上記実施の形態５と同じ装置であるので、詳しい説
明を省略する。液晶デイスプレイ２枚に対して外光取入
窓９が設けられ、支柱１０により支えられている。外光
取入窓９は、２枚の液晶ディスプレイに効率よく外光を
取り込めるよう、例えばプリズムの機能を有していた
り、上面窓部がハーフミラーとなっている。このような
構成にすることにより、それぞれの液晶ディスプレイ毎
に外光取入窓を設計する必要が無い。また、バックライ
トユニットの制御に関しては、上述と同じでも良いし、
特別な制御を行わなくても良い。この実施の形態の液晶
でディスプレイは特に屋外用に用いられている。
【００４４】以上、実施の形態で説明したように、液晶
パネルユニット、バックライトユニットを有する液晶情
報表示装置において、さらに照度計を有し、パネル平均
輝度が周囲照度に応じて最適値となるようバックライト
ユニットを制御することにより、パネルにとって適切な
輝度が得られるとともに消費電力を削減できバックライ
トユニットの寿命を長くすることが可能となる。さらに
具体的な数値限定を行うことによって人の目に優しいパ
ネル輝度となる効果を奏する。
【００４５】また、液晶パネルユニット、バックライト
ユニットを有する液晶情報表示装置において、バックラ
イトユニットの後方に外光取入窓が設けられることによ
り、さらなる消費電力の削減、バックライトユニットの
長寿命化が可能となる。
【００４６】そして、複数個の液晶パネルと液晶パネル
と同数もしくはそれ以下のバックユニットを有し、外光
取入窓が液晶パネルの個数以下であることにより、部品
点数を減らすことができ、省スペース化、低コスト化が
可能となる。
【００４７】
【発明の効果】本発明によれば、液晶パネルにとって適
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切な輝度が得られるとともに、消費電力を削減してバッ
クライトユニットの寿命を長くすることが可能な液晶情
報表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１における液晶情報表示装置の模式
図。
【図２】実施の形態１におけるバックライトユニットを
制御するアルゴリズムの説明図。
【図３】実施の形態１における液晶情報表示装置の周囲
照度とパネル輝度の関係説明図。
【図４】実施の形態１における液晶情報表示装置の周囲
照度とパネル輝度の関係２の説明図。
【図５】実施の形態２におけるバックライトユニットを
制御するアルゴリズムの説明図。
【図６】実施の形態３における液晶情報表示装置の模式
図。
【図７】実施の形態におけるバックライトユニットを制
御するアルゴリズムの説明図。
【図８】実施の形態４における液晶情報表示装置の模式
図。
【図９】実施の形態４におけるバックライトユニットを
制御するアルゴリズムの説明図。
【図１０】実施の形態５におけるバックライトユニット
を制御するアルゴリズムの説明図。
【図１１】周囲照度とバックライトユニット輝度の関係
の具体的説明図。
【図１２】液晶情報表示装置の寿命比較説明図。
【図１３】実施の形態６における液晶情報表示装置の模
式図。 *
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*【図１４】実施の形態７における液晶情報表示装置の模
式図。
【図１５】実施の形態８における液晶情報表示装置の模
式図。
【図１６】従来の液晶パネルの模式図。
【図１７】従来の液晶情報表示装置の模式図。
【図１８】従来の液晶情報表示装置の駆動を説明する模
式図。
【図１９】液晶情報表示装置の周囲の照度とパネル輝度
の関係の特性曲線の説明図。
【符号の説明】
１、１７  液晶パネル
２、１８  バックライトユニット（もしくは蛍光管）
３、１９  筐体
４  照度計
５～７  外光取入窓
９  液晶ディスプレイ
１０  支柱
１１  絵素
１２  コモン電極
１３  トランジスタ
１４  駆動電極
１５  液晶
１６  偏向板
３１～３３  周囲照度とバックライトユニット輝度の特
性曲線
４１、４２  液晶情報表示装置の寿命の特性曲線
５１～５３  周囲の照度とパネル輝度の関係の特性曲線
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